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道 志 村 民 憲 章
私たちの七里は、緑と清流と歴史の郷です。

この地に生きることに誇りをもち、平和な村
を築くため、ここに憲章を定めます。
私たちは
一、自然を愛し平和な村をつくります。
一、生産に励み豊かな村をつくります。
一、伝統を重んじ、教養を高め、文化の村

をつくります。
一、人情といたわりの心を養い、福祉の村

をつくります。
一、明るく健康で、活力ある村をつくります。

道志中学校体育館　竣工式
（左から）志村恵治道志中学校長、池谷寿男村議会副議長、大田昌博村長、山口力教育委員長、長田真一生徒会長
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昨
年
６
月
に
着
工
し
た
道
志
中
学
校
屋
内
運
動
場（
体
育
館
)が
完
成
し
、２
月
25
日（
金
）に

竣
工
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。

長
い
間
の
懸
案
だ
っ
た
体
育
館
の
改
築
、
村
民
が
待
ち
望
ん
だ
学
校
・
社
会
教
育
の
拠
点
で

あ
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
大
規
模
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
、
安
全
確
保
の
場
と
な
る
機
能
を
も
つ
も
の
で
す
 。
旧
建
物
は
建
築
か
ら
35
年
経
過
す
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
な
地
震
で
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
早
急
な
耐
震
化
を
図
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
村
で
は
校
舎
の
耐
震
改
修
に
続
い
て
中
学
校
体
育
館
の
改
築
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

何
か
の
折
に
新
装
な
っ
た
玄
関
か
ら
入
り
、
道
志
産
杉
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
内
装
や
、

快
適
な
ト
イ
レ
、
以
前
の
物
よ
り
広
く
な
っ
た
ア
リ
ー
ナ
を
体
感
し
て
み
て
下
さ
い
。

道
志
中
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

玄関も入りやすくなりました

以前より広くなったアリーナ

体育館全景



（３）

区 　 　 分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

286,500円 − −

262,000円 266,000円 312,400円
一般行政職

大学卒

高校卒

区 　 　 分
一　般　行　政　職

平均給料月額

312,500円

平均年齢

44.2歳道　志　村

区　　　分

期 末 勤 勉 手 当

（22年度支給割合）
期末 勤勉

6月期 1.25月分　 0.7月分

12月期　1.35月分　 0.65月分

計　　2.60月分    1.35月分

（支給率）　   自己都合 勧奨・定年

勤続20年　23.50月分　30.55月分

勤続25年　33.50月分 41.34月分

勤続35年　47.50月分　59.28月分

最高年度額 59.28月分  59.28月分

交通機関利用の場合は運賃相当額を全額支給

自動車等使用者は通勤距離に応じて支給

借家、貸間等を借り、家賃を支払って

いる職員

扶養親族として認定された配偶者、

22歳未満

退　職　手　当

勤　務　手　当

住　居　手　当

扶　養　手　当

内　　　　　　容

区　　　分 給　料　月　額　

給
料

報
　

酬

村　　長

議　　長

副 議 長

議　　員

515,000円

160,000円

140,000円

130,000円

区　　　分 道　志　村 国

一 般 行 政 93.8 100

区 　 　 分 1 　 級 2 　 級 3 　 級 4 　 級 5 　 級 6 　 級 計

標準的な職務内容

職 　 員 　 数

構 　 成 　 比

主事　主事補 主 　 任 係長　主査 主 　 幹 課長補佐 課 　 長

5人 4人 9人 4人 4人 5人 31人
16.1％ 12.9％ 29.0％ 12.9％ 12.9％ 16.1％

2　職員給与費の状況（普通会計予算）（一般会計＋観光特別会計）

注 人件費には、議員報酬・手当・委員等報酬及び村長等特別職の給与等を含みます。

注 (1)�職員手当には、退職手当を含みません。　(2)�給与費は、当初予算に計上された額です。

注 (1)�経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務
している場合の採用後の年数をいうものです。

(2)�経験年数別の10年とは10年以上15年未満、15年とは
15年以上20年未満、20年とは20年以上25年未満の
区分に基づいています。

5　職員の経験年齢別、学歴別平均給料月額の状況

7　特別職の報酬状況　　　　　　

8　ラスパイレス指数の状況　　  　（平成21年4月1日）

9　一般行政職の級別職員数の状況（医療、介護、福祉関係職員を除く）

福祉関係を除く一般行政 福祉関係 特別行政 公 営 企 業 等

職 　 員 　 数

対前年増減数

議 会
1人

総 務 税 務
8人

△2人
2人

農 水
4人

商 工
2人
1人

土 木
3人

民 生
10人
1人

衛 生
3人

教 育
3人

病 院
6人

水 道 下水道
2人

その他

計

1人 45人

10　定員の状況（部門別職員数）

6　職員手当の状況

3　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

区 　 　 分
道 　 志 　 村

決定初任給

172,200円
140,100円

国

決定初任給

172,200円
140,100円

一般行政職
大学卒
高校卒

4　職員の初任給の状況

注 (1)�国家公務員の給料額を100とした場合の本村職員の
給料額の割合です。

注 道志村職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。�標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

注 平均給与月額は、平成21年4月1日現在における職員の基本
給の平均です。

1　人件費の状況（普通会計決算）

区　分

21年度

住 民 基 本
台 帳 人 口

(21.3.31現在)人

1,967

歳 出 額
(A)

千円

2,719,648

実質収支

千円

91,369

人 件 費
(B)

千円

381,241

人件比率
(B/A)

％

14.0

前 年 の
人件比率

％

18.4

区　分

21年度

職 員 数
(A)

人

34

給　　与　　費

千円

136,047
千円

31,621
千円

49,969
千円

212,637

1人当たり給与費

(B/A)

千円

6,254

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計 (B)

村
職
員
の
給
与
・

   
定
員
等
の
公
表

村
職
員
の
給
与
・

   
定
員
等
の
公
表

村
職
員
の
給
与
・

   
定
員
等
の
公
表

　
平
成
22
年
４
月
１
日
に
お
け
る
、

道
志
村
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を

公
表
し
ま
す
。
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ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン

平成23年２月１日〜平成24年３月31日

ヒブワクチン　　　　　　１回　　８，０００円まで
小児用肺炎球菌ワクチン　１回　１０，０００円まで　

※　超過した分は自己負担となります。

すでに接種を開始している方は残りの回数が該当となります。

事業実施期間

公 費 負 担 額

対象年齢と接種回数

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

初回接種年齢 接種回数・間隔

２か月以上７か月未満

７か月以上12か月未満

１歳以上５歳未満

初回３回（標準で４～８週の間隔）

初回２回（標準で４～８週の間隔）

１回接種

追加１回（おおむね１年後）

追加１回（おおむね１年後）

小
児
用
肺
炎
球
菌

初回接種年齢 接種回数・間隔

２か月以上７か月未満

７か月以上12か月未満

１歳以上２歳未満

初回３回（27日以上の間隔）
３回目を12ヶ月未満までに完了

初回２回（27日以上の間隔）

１２回接種（60日以上の間隔）

２歳以上５歳未満 １回接種

追加１回（３回目から60日以上の間隔）
12か月～15か月で接種
追加１回（２回目から60日以上の間隔）
12か月以上で接種

予 　 　 　 　 約

受 　 　 　 　 診

予　　診　　票

他の予防接種との関係

１　事前に予約の際、該当者であること・任意接種の確認をしてください。

１　母子健康手帳  を持参し該当者であることと接種回数の確認をして下さい。
２　予診により、予防接種を受けることが適当でない者又は予防接種の判断

を行うに際して注意を要するか否かを確認してください。

１　市町村作成の��共通予診票  を医療機関窓口に設置してあります。

１　ヒブワクチン・小児用肺炎球菌ワクチン接種前に生ワクチンを接種したもは
原則として接種した日から27日以上、不活化ワクチンを接種した者は原
則として６日以上の間隔をおいて接種してください。

お問い合わせ 住民健康課　予防接種担当　☎５２－２１１３
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子宮頸がん予防ワクチン

平成23年２月１日〜平成24年３月31日

１回　１５，０００円まで（３回４５，０００円まで）

平成23年２月１日〜23年３月31日までは

事業実施期間

公 費 負 担 額

道志村対象学年

小学６年生 中学１年生 中学２年生 中学３年生 高校１年生

予 　 　 　 　 約

受 　 　 　 　 診

確 　 　 　 　 認

保護者の同意・同伴

予　　診　　票

他の予防接種との関係

公 費 負 担

１　予約の際、該当者であること、任意接種の確認と持参するもの
（対象通知・母子健康手帳等）

１　対象通知・母子健康手帳等で該当者本人であること。

１　予診の際には、①予防接種の効果②予防接種後に起こり得る副反応
③健康被害救済（市町村の規定による補償・（独）医薬品医療機器総合機
構による救済制度）について、確認してください。

１　原則として保護者の同意・同伴が必要です。ただし中１以上の者への接
種については、あらかじめ接種することの保護者の同意を、文書により
確認できた場合、保護者の同伴を要しません。

１　製薬会社の予診票を使用します。医療機関窓口に設置してあります。

１　子宮頸がん予防ワクチン接種前に、生ワクチンを接種した者は原則とし
て接種した日から２７日以上、不活化ワクチンを接種した者は原則とし
て６日以上の間隔をおいて接種してください。

１　限度額を超えた分は自己負担となります。

お問い合わせ 住民健康課　予防接種担当　☎５２－２１１３

平成23年４月１日〜24年３月31日までは

中学１年生 中学２年生 中学３年生 高校１年生 高校２年生
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学校だより 道志小学校 (第53号）

●
郵
便
局
見
学

２
月
８
日（
火
）２
年
生
の
生
活
科
の
見

学
で
道
志
村
郵
便
局
を
訪
問
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
郵
便
ハ
ガ
キ
に
ス
タ
ン
プ
を
押
す

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
後
、
自
分
で

書
い
て
き
た
ハ
ガ
キ
に
切
手
を
貼
っ
て
ポ

ス
ト
に
入
れ
ま
し
た
。

郵
便
に
つ
い
て
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え

て
い
た
だ
き
、
帰
り
に
お
土
産
ま
で
い
た

だ
き
、子
ど
も
た
ち
は
大
満
足
で
し
た
。こ

れ
か
ら
の
学
校
で
の
郵
便
の
学
習
に
役
立

て
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
社
会
科
見
学

２
月
16
日（
水
）３
年
生
は
社
会
科
で
工

場
見
学
を
し
て
い
ま
す
。今
年
も
、「
モ
ッ
ク

犬
橋
」
さ
ん
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。角
材
か
ら
丸
棒
に
か
わ
り
、製
品
に

変
わ
っ
て
い
く
過
程
を
子
ど
も
た
ち
は
興

味
津
々
で
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
印
刷
す

る
機
械
や
た
く
さ
ん
の
乾
燥
中
の
木
材
を

見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
問
に
も
わ

か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

●
入
学
説
明
会

２
月
３
日（
木
）来
年
度
入
学
生
の
入
学
説

明
会
を
開
き
ま
し
た
。

今
年
は
１
年
生
と
４
年
生
が
新
入
生
と
一

緒
に
ゲ
ー
ム
や
学
校
紹
介
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。
特
に
１
年
生
は
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
に

な
っ
て
張
り
切
っ
て
学
校
の
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
10
名
の
新
し
い
仲
間
が
入
学
し
て

来
て
く
れ
る
こ
と
を
、
心
待
ち
に
し
て
い
ま

す
。

●
ス
ケ
ー
ト
教
室
 

１
月
20
日（
木
）３
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
が
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
へ
ス
ケ
ー
ト
教

室
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ー
チ
の
指
導

を
受
け
た
後
は
、
自
由
に
滑
る
時
間
も
あ

り
ま
し
た
。４
年
生
以
上
は
、も
う
慣
れ
た

も
の
で
と
て
も
上
手
で
し
た
。
３
年
生
も

す
ぐ
に
上
手
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

高
学
年
は
ス
キ
ー
教
室
の
予
定
で
す
。
ま

た
違
っ
た
経
験
が
で
き
る
の
で
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

●
児
童
会
新
執
行
部
活
動
開
始

２
月
16
日（
水
）新
旧
児
童
会
執
行
部
の

引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
新

執
行
部
の
活
動
が
始
ま
り
ま
す
。
今
年
度

の
執
行
部
を
見
習
っ
て
、
道
志
小
を
引
っ

張
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。

【
新
執
行
部
】

会
　
長
　
佐
藤
香
奈
子

副
会
長
　
杉
本
沙
也
歌
　
山
口
紗
永

書
　
記
　
佐
藤
礼
音
　
　
佐
藤
七
楓

議
　
長
　
菅
谷
照
生
　
　
菅
谷
駿
介 楽しく滑っています

新執行部の顔ぶれスタンプを押しました

手紙をポストに入れましたたくさんの機械をつかっていました

緊張している？楽しくお店やさんをしました
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研修のため休診
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午前中のみ診察
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午前：胃カメラ

29
午前：胃カメラ

13

20

11
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日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

■月始めには保険証の提出をお願いします。

2／27 2／28 1
午前：胃カメラ３

月
の
予
定

診 療 所 だ よ り
今回は「風が吹いただけでも痛い」と表現される痛風についてのお話です。かつては�“ぜいたく

病”�といわれた痛風も、今では住民健診の項目に原因である尿酸値が入るくらいの、典型的な生活
習慣病として取り上げられています。痛風患者は国内におよそ90万人、痛風予備軍である高尿酸
血症の人は、約1000万人いるとされています。

食べ物からの摂取や体内でつくられたプリン体が肝臓で処理されて産生される尿酸。健康な人の体
内には常に一定量の尿酸が蓄えられています。ところが、体内で尿酸が過剰につくられたり、うまく出
ていかなくなることで、尿酸の産生と排泄のバランスが崩れると体内の尿酸量が多くなります。こうし
て尿酸値が正常値7.0mg/dlを超えた状態を高尿酸血症といいます。過剰となった尿酸は関節の中など
で結晶化し、蓄積されます。この結晶を、外敵から体を守り、異物を排除する白血球が攻撃します。こ
の戦いで放出された化学物質により炎症が起こり、腫れや痛みが起こります。痛みはひざから下の関節
に出ることが多く、初めての発作の約７割は足の親指のつけ根に起こります。痛みが起こるのは１ヵ所
だけで、複数の場所が同時に痛むことはごくまれです。

発作が治まっても尿酸値が高い状態は改善されていません。尿酸値を下げない限り発作は再発し、そ
の間隔は次第に短く、痛みも強くなります。また合併症として、尿路結石、腎障害があります。それに
加え、最近では高血圧や高脂血症、糖尿病も合併しやすく、放置しておくと動脈硬化がすすみ、狭心症、
心筋梗塞、脳梗塞などの危険性が高まります。以下の生活スタイルの実戦でも尿酸値が高い場合には、
診療所をはじめとした医療機関にご相談ください。

尿酸値の改善には生活習慣の見直しが第一です。以下にポイントを挙げました。是非実践してみてく
ださい。
●規則正しい食事を心掛ける

●アルコールを控える…酒類は尿酸合成を促す上、尿酸の排泄を抑えます。

●尿をアルカリ性にする野菜・海藻類を積極的に摂る…アルカリ性になると尿酸が溶けやすくなる。

●一日２リットル以上の水分補給を心掛ける

●適度な運動を習慣化する



平成23年３月１日（８）

生活習慣病予防のための基本健診
  （全ての健康保険加入者）

がん検診
 （成人）
 （高齢者）

村の国民健康保険
加入者

社会保険加入者
　  （本人）

社会保険加入者
　  （被扶養者）

②

⑤

③

④

⑥

①

⑦

⑧

肺がん検診 レントゲン検査

胃がん検診

大腸がん検診

肝がん検診

乳がん検診

子宮がん検診

甲状腺がん検診

20 歳～

20 歳～

20 歳～

女性のみ 20歳～（エコー）40歳以上偶数年齢（マンモ）自己負担 500 円

女性のみ 20歳～

20 歳～

女性のみ　20歳～

20 歳～

自己負担 500 円

自己負担 500 円

自己負担 500 円

前立腺がん検診 自己負担 500 円

自己負担 500 円

自己負担 500 円

腫瘍マーカー（※AFP） 20 歳～ 自己負担 500 円

自己負担 500 円

　　65 歳以上無料　　自己負担 500 円

満 40 歳以上（該当者）

骨訴訟症検診

肝炎ウイルス検査

40～74 歳
村の集団健診（自己負担　1,000 円）

40～74 歳
保険者の指定する健診機関

40～74 歳
村の集団健診（自己負担　受診券の額）
又は保険者の指定する健診機関

75 歳～

20 歳 30 歳 40 歳 50 歳 60 歳 70 歳 80 歳

20～39 歳

50 歳～

メタボリックシンドロームを
食い止め、生活習慣病を防ぐ

特定健診
特定保健指導

年に一度は必ず基本健診・がん検診を受けましょう。当日は必ず加入医療保険証の提示をお願い致します。
（医療保険証の提示がない場合、基本健診の受診が出来ない場合があります。）

社保（扶養者）の場合は、特定検診では受診券が必要になります。健診日までに会社、又は、保険者に相談
し準備してください。受診券がないと受けられませんので、注意して下さい。

＊婦人科検診については完全予約制と
なりますので、健康づくり推進委員
さんか役場に必ず申し込んでくださ
い。乳がん検診のクーポン券対象の
方は、この３日間しか利用できませ
んので必ず受けるようお願いします。

＊婦人科検診については、乳がん検診
のクーポン券対象者以外は基本的に
は午後になる予定ですが、子宮がん
検診のない方につい　
ては、午前中で婦人
科検診が行えます。

健　診　日

平成 23 年５月 12 日㈭

平成 23 年５月 13 日㈮

平成 23 年５月 14 日㈯

平成 23 年９月 27 日㈫

平成 23 年９月 28 日㈬

8:00〜
＊13:30〜
8:00〜
＊13:30〜

＊8:00〜

8:00〜
＊13:30〜

＊1:30〜

20〜64 歳
65 歳以上
20〜64 歳
65 歳以上

20 歳以上

20〜64 歳
65 歳以上
20〜64 歳
65 歳以上

総合健診・高齢者健診
（＊婦人科検診）

総合健診・高齢者健診
（＊婦人科検診）

総合健診・高齢者健診

総合健診・高齢者健診
（＊午後　婦人科検診）

子宮がん検診

水源の郷
やまゆりセンター
水源の郷
やまゆりセンター
水源の郷
やまゆりセンター
水源の郷やまゆりセンター
午後婦人科検診（善之木地
区コミュニティーいこい）

水源の郷
やまゆりセンター

受付時間 対象年齢 健　　診 会　　場

※ AFP：肝臓がん・肝硬変・肝炎・胃がん・膵臓がんなど疑いを診る腫瘍マーカーです。
※ ⑥〜⑧の検査項目は、健康保険証の種類に関わらず受診できます。
※ 申し込みは各自治会で健康づくり推進委員が、3 月下旬に家庭を訪問します。自治会外は直送です。

●健診申込・ご質問・ご不明な点は…住民健康課　出羽・伯耆・宮下・山口まで ☎５２－２１１３

いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！いきいき健康村どうし健診を受けましょう！！

【健診日・会場】（※子宮がん検診は 3：00 で終了します）

対象となる健康診断を確認しましょう。（年齢・健康保険証の種類によって日程・検査項目が異なります。）



（９）

地上デジタル放送への対応をお急ぎ下さい！
アナログ放送は、平成23年７月24日にすべての放送が終了（完全停波）します。したがって、それまで

の間に、地上デジタル放送を視聴するための準備をしないとテレビを見ることが出来なくなります。
総務省では、地上デジタル放送の各種ご相談に応じていますので、詳しくは、デジサポ山梨または、総
務省デジコールセンターまでお電話下さい。
また、デジサポホームページ（http://www.digisuppo.jp/index.html）でもご案内しています。

でんわ急げ！　デジサポへ
地デジで「困った！」は、何でもお電話でお問い合わせ下さい。
※受付時間は、いずれも　平日 9：00～21：00、土日祝日 9：00～18：00

● 総務省　山梨テレビ受信者支援センター（デジサポ山梨）
電話：０５５－２１３－２２００　

● 総務省　地デジコールセンター
電話：０５７０－０７－０１０１（ナビダイヤル）
※I P 電話等、ナビダイヤルがつながらない方は、03−4334−111でお受けしております。　　　

突然死葬祭費用保険

パート勤務希望登録申込について
現在、村の臨時職員につきましては、必要に応じて雇用条件を提示し、広報誌等により公募しておりま

す。応募がなかった時や短期雇用（３ヶ月未満）の場合につきましては、事前にパート勤務希望登録申込
書を村へ提出し、登録されております方の中から採用者を選考しております。

今後、村でパート勤務を希望される方がおりましたらお気軽に下記までご相談ください。
パート勤務希望登録申込書の書式は、村のホームページに掲載。

★問合せ先　　道志村役場　総務課　総務行政担当　　☎ 0554－52－2111　fax 0554－52－2572

お知らせ



は
、
余
り
の
寒
さ
に
眠
れ
な
い
ま
ま
朝
を

迎
え
ま
し
た
。
４
月
中
旬
に
満
開
の
桜
の

上
に
こ
ん
も
り
と
雪
が
積
も
っ
た
と
き
に

は
、
驚
き
つ
つ
も
幻
想
的
な
景
色
に
感
動

し
ま
し
た
。

冬
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、
道
志
の
寒
さ

に
耐
え
ら
れ
る
か
不
安
が
膨
ら
み
ま
し
た

が
、
実
際
に
冬
に
な
っ
て
み
る
と
意
外
に

平
気
で
、
満
員
電
車
で
通
勤
す
る
横
浜
よ

り
も
、
体
に
優
し
い
環
境
か
も
知
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

【
村
役
場
だ
か
ら
こ
そ
の
や
り
が
い
】
役
場

で
は
、森
林
整
備
、林
業
振
興
、温
暖
化
対

策
、景
観
行
政
な
ど
を
担
当
す
る
こ
と
に
。

各
職
員
の
業
務
範
囲
は
広
い
だ
ろ
う
と
は

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、予
想
以
上
で
し
た
。

水
道
の
担
当
者
、廃
棄
物
の
担
当
者
、道

路
の
担
当
者
、農
政
の
担
当
者
、そ
れ
ぞ
れ

が
企
画
、
計
画
、
設
計
、
施
工
管
理
、
経
理

事
務
、修
繕
対
応
・
・
・
、何
か
ら
何
ま
で

や
っ
て
い
て
、
横
浜
で
は
千
人
く
ら
い
の

職
員
で
や
っ
て
い
る「
局
」の
仕
事
を
、村

で
は
職
員
一
人
ひ
と
り
が
や
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
で
す
。

村
で
は
若
い
職
員
で
も
一
人
ひ
と
り
が

責
任
を
問
わ
れ
ま
す
し
、
横
浜
市
役
所
と

は
違
う
大
変
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
分

仕
事
の
意
義
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ

は
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
村
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
さ
】
一
年
間
、

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
業
務
で
従
事
し
た

り
、
一
村
民
と
し
て
参
加
し
た
り
し
た
こ

と
は
と
て
も
良
い
思
い
出
で
す
。
久
保
の

み
な
も
と
体
験
館
の
オ
ー
プ
ン
、
村
内
一

斉
清
掃
、
横
浜
開
港
記
念
バ
ザ
ー
や
学
園

祭
へ
の
道
志
村
ブ
ー
ス
出
店
、
ホ
タ
ル
祭

り
、防
災
訓
練
、村
民
体
育
祭
・
・
・
。道

志
村
ト
レ
イ
ル
レ
ー
ス
で
は
、
選
手
と
し

て
参
加
し
、
コ
ー
ス
上
の
あ
ち
こ
ち
で
知

っ
た
顔
に
応
援
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

役
場
主
催
の
22
年
度
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
源
流
サ
ミ
ッ
ト
」
で
は
、
村
の
内
外
か
ら

５
０
０
人
以
上
が
訪
れ
、
講
演
や
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
子
ど
も
太
鼓
等
の

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
２
０
０
名
以
上
が
参

加
し
た
懇
親
会
、
１
０
０
名
以
上
が
参
加

し
た
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
を
、
ほ
と
ん
ど
役
場
職
員

と
村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
だ
け
で
や
り

遂
げ
た
こ
と
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

小
さ
な
村
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
で
も

村
内
に
誰
か
し
ら
専
門
家
が
い
て
、
何
で

も
出
来
る
と
い
う
の
は
、
自
立
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い

ま
し
た
。

【
森
林
の
面
白
さ
】役
場
で
の
業
務
で
最
も

ウ
ェ
イ
ト
の
大
き
か
っ
た
の
が
、森
林
整
備

の
促
進
や
林
業
振
興
の
取
り
組
み
で
し
た
。

は
じ
め
は
専
門
用
語
も
分
か
ら
な
い
中
で
、

山
の
測
量
や
現
況
調
査
、間
伐
の
実
施
、林

内
路
網
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
、
多
く
の

村
民
の
方
々
と
お
会
い
し
ま
し
た
。
境
界

確
認
な
ど
で
一
緒
に
山
に
入
っ
て
、
村
の

暮
ら
し
に
つ
い
て
な
ど
、
色
ん
な
話
を
聞

か
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
と
て
も
良
い
経

験
で
し
た
。ま
た
、高
齢
の
方
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
道
志
の
人
の
山
を
歩
く
ス
ピ

ー
ド
の
速
さ
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、散
々
歩
き
回
っ
た
森
林
が
、間

伐
さ
れ
た
り
路
網
が
入
っ
た
り
し
て
一
変

し
た
様
子
を
見
る
と
、
自
分
の
山
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
無
性
に
嬉
し

く
な
っ
た
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
取
り
組
み
が
、
さ
ら
な
る
森

林
整
備
・
林
業
振
興
に
つ
な
が
っ
て
、
よ

り
多
く
の
村
民
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
４
月
か
ら
】
こ
の
一
年
間
、
道
志
の
人
達

か
ら
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。横
浜
に
戻
っ
て
か
ら
も
、せ
っ
か

く
出
来
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ち

ょ
く
ち
ょ
く
村
に
顔
を
出
し
ま
す
の
で
、

見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ト

レ
イ
ル
レ
ー
ス
は
、
ま
た
走
り
ま
す
！

平成23年３月１日（10）

一
年
を
振
り
返
っ
て

一
年
を
振
り
返
っ
て

一
年
を
振
り
返
っ
て

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
役
場
産
業
振
興

課
の
横
内
で
す
。

昨
年
４
月
に
横
浜
市
役
所
か
ら
道
志
村

役
場
に
派
遣
さ
れ
て
か
ら
、
こ
れ
ま
で
主

に
森
林
整
備
・
林
業
振
興
の
取
り
組
み
に

携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
着
任
し
た
の
が
つ

い
こ
な
い
だ
の
よ
う
な
の
に
、
派
遣
期
間

満
了
日（
３
月
31
日
）ま
で
あ
と
僅
か
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
、
役
場
で
の
業
務
や
村
で

の
生
活
を
通
し
て
、
と
て
も
新
鮮
な
様
々

な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

こ
で
、私
の
感
じ
た
気
づ
き
や
学
び
を
、こ

の
場
を
借
り
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
道
志
の
寒
さ
】３
月
31
日
に
大
栗
の
教
職

員
宿
舎（
ビ
ッ
ク
マ
ロ
ン
）に
入
居
。初
日
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●
役
場
の
閉
庁
時
間
が

変
更
に
な
り
ま
す

平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら
、
役
場
の
閉

庁
時
間
が
、
従
来
の
午
後
５
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
に
な
り
ま
す
。

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
措
置
で
あ
り
、

国
や
県
、
そ
の
他
の
市
町
村
で
既
に
実
施

さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
窓
口
の
時
間
が

15
分
短
く
な
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
効
率
的

な
業
務
を
行
い
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

も
業
務
終
了
時
間
が
午
後
５
時
15
分
に

変
更
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

●
春
の
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
春
の
全
国
火

災
予
防
運
動
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

気
候
と
な
る
季
節
を
迎
え
る
に
当
た
り
、

村
民
一
人
ひ
と
り
の
火
災
予
防
思
想
の
一

層
の
普
及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
死
傷
事
故
の
発
生
や
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

道
志
村
に
お
い
て
は
、
消
防
団
と
の
合

同
に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
の
他
、
独
居
老

人
等
へ
の
訪
問
防
火
指
導
等
の
事
業
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
防
火
標
語
】

『「
消
し
た
か
な
」あ
な
た
を
守
る
合
言
葉
』

問
合
わ
せ
先

都
留
市
消
防
署
　
道
志
出
張
所

☎
52
–
１
１
１
９

道
志
村
役
場
　
総
務
課

☎
52
–
２
１
１
１

●
２
月
の
つ
ぼ
み
っ
こ
く
ら
ぶ

つ
ぼ
み
っ
こ
は
今
月
も
お
子
さ
ん
の
元

気
を
応
援
し
ま
す
。対
象
者
は
、保
育
所
入

所
前
の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
す
。

◎
軽
食
・
手
作
り
お
や
つ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

日
時
　
３
月
８
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

場
所
　
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー

講
師
　
古
谷
け
い
子
栄
養
士

内
容
　
簡
単
に
作
れ
る
ヘ
ル
シ
ー
お
や
つ

作
り
を
し
た
あ
と
試
食
し
ま
す
。

家
で
も
作
れ
て
お
い
し
い
お
や
つ

が
好
評
で
す
！

◎
親
子
で
３
Ｂ
体
操
を
や
っ
て
み
よ
う
！

日
時
　
３
月
22
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

場
所
　
馬
場
「
つ
ど
い
の
家
」

講
師
　
大
森
な
な
子
先
生

内
容
　
歌
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
お
子
さ

ん
と
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う
！

３
Ｂ
の
後
の
バ
ル
ー
ン
遊
び
も
好

評
で
す
。

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
お
願
い
し

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

役
場
住
民
健
康
課
保
健
師（
伯
耆
・
宮
下
）

☎
52
–
２
１
１
３

●
予
防
接
種
は
飼
い
主
の
義
務
で
す

狂
犬
病
は
犬
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
！
い
っ
た
ん
発
病
す
る
と
、
狂
乱
状

態
な
ど
重
度
の
神
経
症
状
を
示
し
、
ほ
ぼ

１
０
０
％
死
亡
す
る
と
い
う
恐
ろ
し
い
人

と
動
物
の
共
通
感
染
症
で
す
。
世
界
で
は

未
だ
に
年
間
約
５
万
人
以
上
が
狂
犬
病
に

よ
り
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
６
割
は
ア
ジ

ア
地
域
で
す
。

最
近
、
海
外
と
の
人
や
動
物
の
交
流
が

活
発
化
し
て
い
る
な
ど
の
状
況
か
ら
、
今

後
国
内
で
の
狂
犬
病
の
発
生
の
懸
念
が
一

段
と
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

徹
底
し
、
免
疫
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
に

よ
っ
て
、発
生
及
び
、ま
ん
延
を
防
止
す
る

と
共
に
、
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。こ
の
た
め
、現
在「
狂
犬
病
予
防

法
」で
、毎
年
１
回
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
生
涯
１
回
の

登
録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
狂
犬
病
予
防
注
射
が
で
き
る
場
所

★
お
住
ま
い
の
市
町
村
の
集
合
注
射
会
場

（
今
年
も
４
月
か
ら
各
市
町
村
で
集
合

注
射
が
行
わ
れ
ま
す
。
詳
し
い
日
程
等

に
つ
い
て
は
、
各
市
町
村
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。）

★
お
近
く
の
動
物
病
院
（
い
つ
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。）

問
合
わ
せ
先

富
士
東
部
地
域
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
課

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
９
０
３
３

お

知

ら

せ

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

お

知

ら

せ



平成23年３月１日（12）

●
み
な
さ
ん
の
こ
こ
ろ
は

元
気
で
す
か
？

３
月
は
『
自
殺
対
策
強
化
月
間
』
で
す
。

保
健
所
で
は
、３
月
１
日
に
大
月
駅
に
て
、

う
つ
病
の
正
し
い
理
解
を
深
め
る
た
め
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

こ
こ
ろ
の
不
調
に
気
づ
く
サ
イ
ン
と
し

て「
睡
眠
」が
う
ま
く
と
れ
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
週
間
続
く
不
眠

は
、「
う
つ
」の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
自
分
も
含
め
、
家
族
、
友
人
、

同
僚
･･･身
近
な
人
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に

つ
い
て
気
に
し
て
み
て
下
さ
い
。

★
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
眠
れ
て
る
？
」。

早
め
に
気
づ
く
こ
と
、
早
め
の
相
談
が

大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
問
題
と

し
て
考
え
て
み
て
下
さ
い
。
医
療
に
か
か

っ
た
方
が
い
い
の
か
迷
わ
れ
た
ら
、
早
め

に
電
話
を
し
て
下
さ
い
。専
任
の
相
談
員
、

保
健
師
等
が
あ
な
た
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

※
相
談
は
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

●
電
話
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時

●
精
神
科
嘱
託
医
相
談
日
（
要
予
約
）

毎
月
第
２
、
４
水
曜
日
　
午
後

※
医
師
の
都
合
に
よ
り
日
程
は
変
更
す
る

場
合
も
有
り
ま
す
。

●
料
金
　
無
料

問
合
わ
せ
先

富
士
東
部
地
域
保
健
福
祉
事
務
所

地
域
保
健
課

☎
０
５
５
５
‐
24
‐
９
０
３
５

●
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
登
記
事
項
証
明

書
等
の
送
付
請
求
を
ご
利
用
下
さ
い

今
ま
で
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
登
記
事
項
証

明
書
等
を
請
求
す
る
際
に
は
、
事
前
に
専

用
ソ
フ
ト
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
な
ど
の

設
定
が
必
要
で
し
た
が
、
今
回
環
境
設
定

す
る
こ
と
な
く
利
用
で
き
、
操
作
方
法
が

わ
か
り
や
す
く
な
っ
た「
簡
単
証
明
請
求
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。ま
た
、利
用
時
間

が
１
時
間
延
長
さ
れ
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
９
時
ま
で
請
求
で
き
ま
す
。

手
数
料
は
今
ま
で
ど
お
り
登
記
事
項
証

明
書
は
７
０
０
円
（
普
通
郵
便
料
含
む
）、

地
図
や
印
鑑
証
明
書
は
５
０
０
円
（
普
通

郵
便
料
含
む
）で
す
が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
又
は
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
よ
り
お
支
払
い
い
た
だ
け
ま
す
。

大
変
便
利
に
な
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
送
付

請
求
を
ご
利
用
下
さ
い
。

問
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
７
１
８
６

●
春
の
「
き
こ
え
」
と
「
こ
と
ば
」

の
相
談
会
の
お
知
ら
せ

お
子
様
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ

と
で
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ご
相
談
下
さ
い
。
専
門
の
教
員
が
御

相
談
に
応
じ
ま
す
。
来
校
さ
れ
る
の
が
難

し
い
方
は
、
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も

受
け
て
お
り
ま
す
。

日
時
　
平
成
23
年
３
月
18
日（
金
）

19
日（
土
）

場
所
　
山
梨
市
大
野
１
０
０
９

県
立
ろ
う
学
校

対
象
　
０
歳
児
か
ら
高
校
生

内
容

１
  「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」に
関
す
る
相
談

２
　
不
安
の
あ
る
お
子
様
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

３
　
生
活
や
学
習
に
つ
い
て

４
　
聴
力
測
定

５
　
補
聴
器
相
談

申
込
方
法

事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
予
約
し
て
下

さ
い
（
３
月
14
日
締
切
）

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。

※
完
全
予
約
制
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

※
こ
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関

係
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
法
務
局
登
記
部
門

☎
 ０
５
５
３
‐
22
‐
１
３
７
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
 ０
５
５
３
‐
22
‐
６
４
１
９

●
東
海
地
震
に
関
連
す
る

情
報
が
変
わ
り
ま
す

主
な
実
施
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
 「
東
海
地
震
観
測
情
報
」
を
「
東
海
地

震
に
関
連
す
る
調
査
情
報
」
に
変
更
し

ま
す
。

②
 カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
を
導
入
し
ま
す
。（
情

報
文
中
に
文
字
と
し
て
「
カ
ラ
ー
レ
ベ

ル
赤
、「
カ
ラ
ー
レ
ベ
ル
　
青
」
と
記
載

し
て
発
表
し
ま
す
。）

③
 毎
月
の
判
定
会
で
評
価
し
た
調
査
結

果
を
「
東
海
地
震
に
関
連
す
る
調
査
情

報
」
で
発
表
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
Ｈ
Ｐ
を
参
照

願
い
ま
す
。

問
合
わ
せ
先

甲
府
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

☎
 ０
５
５
‐
２
２
２
‐
９
１
０
１



で
丸
め
て
ゆ
で
た
り
、
と
て
も
積
極
的

で
し
た
。

親
子
同
士
・
友
達
同
士
・
親
同
士
が

会
話
し
な
が
ら
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
、自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
に「
お
い

し
い
」と
満
足
し
て
い
ま
し
た
。こ
れ
な

ら
家
で
も
作
れ
そ
う
と
大
好
評
で
し
た
。　

（13）

教
育
委
員
会
で
は
２
月
５
日
（
土
）
、

水
源
の
郷
や
ま
ゆ
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
「
昔
な
つ
か
し
い
お
正
月
遊
び
」
を

開
き
ま
し
た
。
村
内
の
親
子
10
名
が
参

加
。教
育
委
員
会
職
員
の
指
導
で
、凧
作

り
と
髪
飾
り
を
作
っ
て
遊
ん
だ
ほ
か
、

羽
根
突
き
や
か
る
た
、
こ
ま
、
け
ん
玉
、

す
ご
ろ
く
も
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

自
営
隊
募
集
相
談
員
に
馬
場
地
区
の

佐
藤
忠
男
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
23
年
２
月
23
日
に
は
、
山
梨
地

方
協
力
本
部
長
を
始
め
と
す
る
幹
部
の

方
が
役
場
を
訪
れ
、
委
嘱
式
を
行
い
ま

し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
２
期
目
の
就
任
と
な
り
、

更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

２
月
17
日（
木
）道
志
小
学
校
の
６
年

生
17
名
が
役
場
を
訪
れ
、「
村
長
を
囲
む

会
」
を
行
い
ま
し
た
。

道志村トピックス

冬
の
五
感
の
集
い
の
開
催

道
志
小
６
年
生
が

役
場
を
訪
れ
ま
し
た

昔の遊びを楽しむ子供たち

自
衛
隊
募
集
相
談
員
に
佐
藤
氏

学
生
の
立
場
か
ら
普
段
思
っ
て
い
る

事
、疑
問
に
感
じ
た
事
を
ま
と
め
、村
長

に
質
問
し
て
い
ま
し
た
。
質
問
内
容
は

村
と
横
浜
市
と
の
交
流
や
観
光
、
防
災

等
に
つ
い
て
で
、
村
長
の
答
弁
に
耳
を

傾
け
、
一
生
懸
命
メ
モ
を
取
っ
て
い
る

姿
が
印
象
的
で
し
た
。

道
志
村
小
学
校
の
親
子
を
対
象
に
料

理
教
室
を
２
月
５
日（
土
）に
行
い
ま
し

た
。野
菜
を
取
り
入
れ
た「
ヘ
ル
シ
ー
三

色
丼
」「
ミ
ネ
ス
ト
ロ
ー
ネ
」「
豆
腐
チ

ョ
コ
白
玉
」
は
で
ヘ
ル
シ
ー
で
簡
単
に

調
理
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

参
加
し
た
小
学
生
は
、
保
護
者
の
方

や
食
生
活
改
善
推
進
員
に
包
丁
の
使
い

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
白
玉
を
手

親
子
料
理
教
室
開
催

委嘱式の様子子供たちと真剣に語りました

議場で記念撮影

おいしくできたかな？ 親子で楽しく料理しました



この広報紙は環境保護のため、
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お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
死
亡
）

釜
之
前
　
佐
藤
く
に
子
さ
ん
　
68
歳

（
１
月
届
出
）

慶

弔

３月末に２年間の任期を満了いたします。非力な身で
すが、大過なく任期を全う出来るのも消防団員、住民の
方々の協力があってこその事と痛感しております。この
場をお借りしまして、お礼を述べさせていただきます。

■入団当時の気持ち
随分昔のことになりますが、私が入団したのは２８歳

の時でした。２７歳まで東京で生活していましたので、
同年代の者と比べると遅い入団だったかもしれません。
道志に住むなら消防団に入団するのは当然という気持
ちを持っていましたので、違和感なく入団しました。

■現在の気持ち
平成21年に前団長より法被を引き継ぎ、団長を拝命

しました。団長就任以来１年３６５日頭のどこかしらに
消防団のことがありました。副団長の時とはまた違った
感じでして、出掛けている時、家族と過ごす時、どんな
時でも頭の片隅には必ずあるんです。

■近年で印象的だったこと
３年前にあった台風直撃の際、道志村で初めて避難勧

告が発令されました。その際は団員が危険個所に土嚢を
積んだり、身体の不自由な方をおぶって避難させたり、
自然の脅威を改めて感じました。また、有事の際の消防
団員の行動力を改めて認識いたしました。

■道志村消防団について思うこと
道志村の人は「いざという時に一丸となって頑張れる

人」だと常々思っています。火事、災害時問わず、何か
あったら助け合えるという団員ばかりです。そんな消防
団の団長の任期もこの春終わります。一抹の寂しさはあ
りますが、今後の道志村消防団の発展に期待します。

消防団員の確保が難しい中、団員以外の方のご理解や
退職ＯＢのご協力が必要です。また女性団員も歓迎します。
道志村が安心して暮らせる村であるためにそれぞれが
防災、防火、防犯の気持ちを持って生活していきましょう。
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池谷さんで59人目となります。

道志村消防団
団長 池��谷　�勝さん

山本　千
せん

莉
り

くん（東和出村）

平成20年６月１２日生
父  学さん　母  さゆりさん

３月３日は桃の節句です歳時記歳時記歳時記
３月３日は女の子の健やかな成長を祈る日、お

雛祭りです。高度成長期以降、豪華な七段や八段の
段飾りが主流だったようですが、最近では部屋の大きさに合わせた
り、生活スタイルに合わせたり、随分と壇数が減ってきているようです。

今年の干支にちなんでうさぎの雛飾りもあるようです。どんなお雛
さまでも、この日はやっぱり、親が子を想う大切な日なんだと感じさ
せられますね。

金のなる木（花月）
西和出村　山口はる江さん

昔から遊び心で、新芽に五円玉を入れて茎
の間に挟むと、木にお金がなっているように
見えるので「金のなる木」と言われるように
なったようです。毎年花を咲かせてくれ、挿
し木により繁殖する強い植物です。


